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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第81期
第１四半期
連結累計期間

第82期
第１四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 3,534 3,744 15,082

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △59 32 142

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △32 23 73

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △70 △12 61

純資産額 (百万円) 2,135 2,182 2,267

総資産額 (百万円) 8,328 8,354 8,244

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △2.21 1.62 4.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.6 26.1 27.5

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第81期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第81期及び第82期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

５．第81期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により生産や輸出が減少して

おりましたが、サプライチェーンの復旧が進むにつれ生産活動が回復し、緩やかに持ち直しの動きとなり

ました。しかしながら、放射能漏洩問題による電力供給制限、個人消費の落ち込み、円高の進行などもあ

り、依然先行き不透明な状態が続いております。当社グループはこのような状況下におきまして、海外拠

点の整備と拡充を行うとともに、積極的な営業展開に努めてまいりました結果、総取扱量は前年同期間比

5.2％増加し、売上高は37億44百万円余(対前年同期間２億10百万円余増)となりました。損益面につきま

しては、外注費比率が微増となりましたが、営業総利益は前年同期間比74.8％増加し２億98百万円余(対

前年同期間１億27百万円余増)となりました。営業利益は、８百万円余(前年同期間は営業損失１億10百万

円余)、経常利益は32百万円余(前年同期間は経常損失59百万円余)、四半期純利益は23百万円余(前年同期

間は四半期純損失32百万円余)の計上となっております。
　

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。

①輸出部門

輸出部門におきましては、金属製品が減少しましたが、機械機器製品が増加したことにより、輸出部門

の売上高は前年同期間比5.0％増加し９億９百万円余、セグメント損失は12百万円余（前年同期間はセグ

メント損失25百万円余）の計上となりました。

②輸入部門

輸入部門におきましては、繊維製品が減少しましたが、機械製品が増加したことにより、輸入部門の売

上高は前年同期間比9.7％増加し14億59百万円余、セグメント利益は15百万円余（前年同期間はセグメン

ト損失76百万円余）の計上となりました。

③国際部門

国際部門におきましては、国際輸出は北米向けの建設機械及び部品の取扱いを伸ばし、インド向けも堅

調に推移したことにより、国際輸出部門の売上高は前年同期間比26.0％増加し３億80百万円余の計上と

なりました。国際輸入は、家電、家具の取扱いで売上を伸ばしましたが、当社主力商品であります繊維製

品、靴の取扱いが低調に推移したことにより、国際輸入部門の売上高は前年同期間比3.3％減少し９億54

百万円余の計上となりました。その結果、国際部門の売上高は前年同期間比3.6％増加し13億34百万円余、

セグメント利益は１百万円余（前年同期間はセグメント損失14百万円余）の計上となりました。
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④その他

船内荷役、港湾関連及び倉庫業等の売上合計は前年同期間比18.0％減少し65百万円余となり、セグメン

ト利益は前年同期間比35.8％減少し、４百万円余の計上となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億10百万円余増加し、83億54百万

円余となりました。流動資産は１億38百万円余増の33億79百万円余、固定資産は28百万円余減の49億75百

万円余であります。流動資産増加の主な要因は、現金及び預金の増加等によるものであります。固定資産

減少の主な要因は、時価評価差額による投資有価証券の減少等によるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億45百万円余増加し43億４百万円余となりました。固定負債

は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少し18億67百万円余となりました。流動負債増加の主な要因は、

短期借入金と賞与引当金の増加によるものであります。固定負債減少の主な要因は、退職給付引当金と役

員退職慰労引当金の減少等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ、85百万円余減少し、21億82百万円余となりました。これは、利益剰

余金の減少等によるものであります。

　

(3)研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4)従業員数

当第１四半期連結累計期間において著しい増減はありません。

　

(5)生産、受注及び販売の実績

当社グループは、生産、受注及び販売を行う事業を行っておりませんので、記載を省略しております。

　

(6)主要な設備

新設、休止、大規模模改修、除却、売却等について、当第１四半期連結累計期間において、重要な変動はあ

りません。

　

(7)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの主要な事業である港湾運送における貨物量は、景気の変動はもとより、業者間の価格競

争や、生産在庫調整等など顧客の物流政策の変更による影響を受けます。また、海外地域における貿易に

関する法的規制や、産業構造の変化及び物流形態の変革等によって増減する可能性があります。

今後の日本経済は、新興国の高い成長率に支えられて、いずれ緩やかに回復していくと思われます。国

際商品市況の上昇は、その背景にある新興国の高成長が輸出入貨物の物流にも重要な影響を及ぼすもの

と思われます。

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、景気の動向や経営環境の変化に柔軟に対応

し、継続的に安定した収益を確保できる基盤を確立するため、海外物流拠点の充実による効率的で且つき

め細かいサービスの提供など「国際物流業務のトータルプランナーとして常に確信する企業」を目指

し、顧客のニーズの変化に対応した事業体となる経営を進めてまいります。

今後の見通しにつきましては、海外拠点の更なる充実と、国内自家施設の整備拡充による付加価値荷物

の取り込みによる売上拡大を目指し、業績の向上に努めてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 54,000,000

計 54,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,700,00014,700,000
大阪証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,700,00014,700,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 14,700 ― 735,000 ― 170,427

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

トレーディア株式会社(E04346)

四半期報告書

 5/17



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 27,000

─ ─

(相互保有株式)
普通株式 31,000

─ ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,602,000
　

14,602 ─

単元未満株式 普通株式 40,000 ─ １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 14,700,000─ ─

総株主の議決権 ─ 14,602 ─

(注) １ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　　２「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が 1,000株(議決権  　

      　１個)含まれております。

　　３「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式426株が含まれております。

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
トレーディア株式会社

神戸市中央区海岸通1-2-22 27,000― 27,000 0.2

(相互保有株式)
広瀬産業海運株式会社

大阪市港区築港3-1-8 5,000 ― 5,000 0.0

(相互保有株式)
三笠陸運株式会社

神戸市中央区港島8-11-6 12,000― 12,000 0.1

(相互保有株式)
株式会社忠和商会

横浜市中区新山下3-2-15 14,000― 14,000 0.1

計 ― 58,000― 58,000 0.4

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、神明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 588,637 749,779

受取手形及び売掛金 1,839,244 1,799,776

繰延税金資産 118,814 118,814

立替金 569,333 547,592

その他 126,510 165,099

貸倒引当金 △2,319 △2,000

流動資産合計 3,240,220 3,379,061

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,418,644 1,392,380

機械装置及び運搬具（純額） 22,850 30,526

工具、器具及び備品（純額） 10,146 9,458

土地 1,156,869 1,156,869

リース資産（純額） 87,751 84,989

有形固定資産合計 2,696,262 2,674,224

無形固定資産

借地権 34,560 34,560

その他 17,880 17,492

無形固定資産合計 52,440 52,052

投資その他の資産

投資有価証券 983,632 934,424

差入保証金 815,338 812,692

繰延税金資産 － 18,802

その他 503,371 530,007

貸倒引当金 △47,066 △46,835

投資その他の資産合計 2,255,276 2,249,092

固定資産合計 5,003,979 4,975,369

資産合計 8,244,200 8,354,431
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,376,147 1,347,762

短期借入金 2,208,628 2,318,128

リース債務 31,262 32,147

未払法人税等 18,839 13,363

賞与引当金 193,550 294,750

その他 230,420 298,332

流動負債合計 4,058,848 4,304,483

固定負債

長期借入金 1,470,287 1,478,283

リース債務 61,163 57,253

繰延税金負債 5,194 －

退職給付引当金 248,535 226,998

役員退職慰労引当金 132,406 105,135

固定負債合計 1,917,587 1,867,671

負債合計 5,976,435 6,172,154

純資産の部

株主資本

資本金 735,000 735,000

資本剰余金 170,427 170,427

利益剰余金 1,331,466 1,281,974

自己株式 △8,542 △8,542

株主資本合計 2,228,352 2,178,860

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,412 3,416

その他の包括利益累計額合計 39,412 3,416

純資産合計 2,267,764 2,182,276

負債純資産合計 8,244,200 8,354,431
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業収入 3,534,575 3,744,747

営業費用 3,363,994 3,446,651

営業総利益 170,581 298,095

一般管理費 281,400 289,360

営業利益又は営業損失（△） △110,818 8,735

営業外収益

受取利息及び配当金 41,460 12,350

持分法による投資利益 11,527 13,581

その他 20,958 15,839

営業外収益合計 73,945 41,771

営業外費用

支払利息 20,737 18,025

その他 1,802 190

営業外費用合計 22,540 18,216

経常利益又は経常損失（△） △59,413 32,290

特別利益

固定資産処分益 － 826

貸倒引当金戻入額 297 －

特別利益合計 297 826

特別損失

固定資産除売却損 12 23

特別損失合計 12 23

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△59,128 33,093

法人税等 △26,699 9,222

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△32,429 23,870

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,429 23,870
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△32,429 23,870

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39,482 △35,995

繰延ヘッジ損益 1,044 －

その他の包括利益合計 △38,437 △35,995

四半期包括利益 △70,866 △12,124

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △70,866 △12,124

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算

　税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。また、見積実効税率を使用できない場合は、税金等調整前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な

差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　 　

　１　偶発債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対し

て、次の通り債務保証を行っております。

阪神コンテナー輸送㈱ 8,500千円

神戸港島港運協同組合 278,610千円

　　　(同組合員３社と連帯保証)

　２　受取手形割引高

　 43,963千円

　１　偶発債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対し

て、次の通り債務保証を行っております。

阪神コンテナー輸送㈱ 7,000千円

神戸港島港運協同組合 291,980千円

　　　(同組合員３社と連帯保証)

　２　受取手形割引高

　 27,201千円

　

　
　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

　減価償却費

　 43,551千円

　減価償却費

　 43,235千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 73,384 5 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 73,362 5 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注3)

　 輸出 輸入 国際

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 856,4931,327,3791,288,87261,8303,534,575― 3,534,575

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

9,217 2,632 ― 18,15230,002△30,002 ―

計 865,7111,330,0111,288,87279,9833,564,578△30,0023,534,575

セグメント利益又は損失(△) △25,958△76,981△14,9157,036△110,818 ― △110,818

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及びその

他の事業を含んでおります。

２.調整額△30,002千円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失であります。

　

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日　至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注3)

輸出 輸入 国際

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 906,3941,458,5621,334,90944,8803,744,747― 3,744,747

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,855 729 ― 20,71824,304△24,304 ―

計 909,2501,459,2911,334,90965,5993,769,051△24,3043,744,747

セグメント利益又は損失(△) △12,89615,4711,646 4,514 8,735 ― 8,735

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及びその

他の事業を含んでおります。

２.調整額△24,304千円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△2 円 21 銭 1 円 62 銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失(△)　(千円) △32,429 23,870

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額又は
普通株式に係る四半期純損失金額(△)　(千円)

△32,429 23,870

    普通株式の期中平均株式数(千株) 14,666 14,662

(注) １. 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

トレーディア株式会社(E04346)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月８日

トレーディア株式会社

取締役会  御中

　

神明監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    重    藤    鉱    一    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　古  村　 永　子　郎　 　印
　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているト
レーディア株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、トレーディア株式会社及び連結子会社の平成
23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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